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休眠預金活用事業

『捨てるから創るへ』医療系資産の循環型プラットフォームの事業化

事後評価報告
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１. 事業報告概要
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【目的】
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• 医療機器の再利用や資源循環を促す仕組みを確立し、廃棄コストの削減や環境負荷
の軽減、社会的弱者の雇用創出などに寄与する、医療機器リサイクル「デジタル・
アセット・プラットフォーム」の形成を目指す。

• 医療機器の再利用や資源化を行う際には、メーカーが保有する細かな部品や材質な
どの情報が必要であるが、通常は医療機関には共有されていない。そのため、医療
機器を処分する際に、医療機関から資源再生事業者などに対して、適切に廃棄物の
情報を提供することができない。その結果、残存価値を反映した適正な処理の見積
もりを依頼することが難しいという状況がある。

• 医療機器の再利用、再資源化を進めるためには、ボトルネックとなっている、デジ
タル化されていないアナログ運用部分の処理プロセス手順の標準化、ならびに医療
機器の残存価値の適正評価、処理に係る環境影響評価の仕組みづくりが必要となっ
ている。

【問題意識・背景】

※上記の背景、事業で提案するプロセスについては次頁



1-(1) 提案プロセス

All Right Reserved,Copyright © 2024, Honjo Corporation

3

従来型の医療機器の再利用・資源化のプロセスと本事業で提案するプロセスとの比較



収集

資産台帳

登録

nin 

out

成果

データ

◆ 資産の情報とプロセスの管理・共有がバリューチェーン全体のメリットとなる

1-(2) デジタル化による『情報共有の場の提供』⇒システム化
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2． 事業概要
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（１）事業によって解決を目指す社会課題

• 病院内で使用される医療機器(年間3兆円市場)は、過去の調査等で使用済時にも残存価値：
約５％(約1千億円強)があるが処理の実態は不明とされている。

• 資産処理は目に見える便益が見込めず、業務上の手間との判断で業者に丸投げされ、本来
還元されるべき経済価値と資源循環利用や適正地域内処理が行われてない。

• 資産処理への関心を高める意味でも、プロセスと結果・成果の見える化の仕組みが必要であ
る。

• 資産の除去時に、残存価値判断と適正処理を効率的に行う為の情報のシェアをバリューチェ
ーン関係者間で実現でき、適正な処理と結果・成果が循環運用できるシステム構築が望まれ
る。

※病院内における課題と必要となる取組は次頁にて記載

（２）最終受益者、活動で介入する直接的対象グループ

• 地域の病院及び医師会員
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2-(1) 背景と成る社会保障費問題と医療機器市場の動向

医療費令和元年：44.3兆円⇒医療機器：3.1兆円

※求められる医療費抑制の具体的な取組み

医療政策はコロナ対策支出の検証に関するガバンス強化の方向性
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2-(2) 医療施設の使用済資産の現状と課題

★ 医療機器は約１０年の使用後に更新され、処理を業者に丸投げされる為⇒実態不明

途上国の再利用ニーズ対応
⇒(残存価値＆国際貢献) 

★ 使用済資産の循環利用と適正管理 が必要 ( 残存価値・資源循環・環境経営推進 )

使用期間 ⇒ 約１０年間で交換
処理は、メーカー任せ ⇒ ８０％

地域の調査事例

マテリアル利用⇒資源循環 有害物質管理の適正管理

薬品・油の分析必要 有害物質の処理リスク
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2-(3) 課題となる簡易的な使用済資産の処理方法

商習慣としての下取り

１．下取り行為 ２．廃棄マニフェスト発行

※公正競争規約違反の可能性

※廃棄物管理票は、不法投棄の防止のみを
対象としており、詳細情報は期待できない。

※下取りは、廃棄マニフェスト
の発行も無く、履歴が追えない。 8
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2-(4) 資産管理上の課題
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3. 事業活動の概要
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①資産処理の標準化

• 佐賀県で県医師会と病院協会の下、佐賀大学及び県庁関係部署との協力で協議会組織を立ち上げ、
病院への調査を進める。

• 見えない資産処理リスクの解消に向け、標準処理の為の業務手順と環境影響の指標標準化の構築を
進める。

②資産処理データの見える化

• 資産処理時に紙で運用されている書類関係のシステム移行作業をシステム会社との打合せで行う。
• 協議会との連携を図り、話合いで方向付けられた標準業務手順と環境性/経済性/地域社会性の指標

をシステムに取り込み展開する。

③残存価値の見える化

• 使用済の廃棄予定資産から事前査定を行う事で、残存価値(再利用・マテリアル資源活用)と適正な地
域内処理による、雇用創出・資金循環の為の仕組みを創る。

• 使用済み時点での資産情報提供を、FAXとネットワーク利用で進めシステムへ移行する。

④ 地域及び関係者との連携と共生

• 医療機器資産の適正処理管理を目指して、連携・共生の仕組み創りを進める。
• 資産処理の適正化に必要な情報と処理後に発生する情報の共有を、地域内組織化でルール化とシス

テム化を行い実現させる。

（５）活動の概要
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医療機関

使用済み処理

契約締結 
処理発注

搬出計画立案

現場調査～撤去／処理見積り

撤去・解体作業（移設作業含む）

■引き取り依頼 ■見積書

■搬出計画書

3-(1) 資産の処理フローを見える形で報告し価値を還元

処理業務の標準化
（役割に基づくルール創り）

医療機器資産の標準的な処理フロー
（関係者連携の循環モデル）

■契約書
※産業廃棄物委託契約
甲： 病院
乙： 処理会社

全
工
程
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ  

管
理

高度解体処理
（分別・手解体）

再資源化処理

適正廃棄処理

■廃棄マニフェスト

■フロン処理証明書
■家電リサイクル証明

■マテリアル買取り

再資源会社

地域リサイクル会社及び
弱者雇用会社との連携

リサイクル

梱包移動
（稼働確認）

再利用

据付・輸出報告

■導入地域の連絡

■事前通知（製造側）
■環境情報（輸出時）

■買取り売買契約書

中古買取り会社

リユース

医療機器法準拠
（国内・外を含む）

■資産処理報告(PDCAサイクル提案)
１．請負い業務の標準化を定性的に評価
２．処理資源の資源化報告(資源率と量)
３．地域貢献の定量評価（雇用の数値化）
４．実績報告による目標設定

■作業確認書

撤去移動請負い
（地域産廃会社）
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3-(2) 資産処理を通した地域循環圏のプロセスと評価

地域循環共生圏づくりの社会的仕組み

地域の病院

《 サーキュラーエコノミー：環境配慮と経済合理性の両立 》

イ
ン
プ
ッ
ト

資
源
化
処
理

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

結
果
報
告

➢ 資産有効活用(アセットマネジメント)

➢ 社会・地域貢献（域内雇用/弱者優先）
➢ ガバナンス強化（標準化の仕組み導入）

地域内・社会貢献処理
〈地域雇用/資金循環〉

（地域循環圏）

環境・社会貢献評価
（久留米大学・地域大学）

【地域との共生】
としての枠組み

経済性 環境性 社会性

使用済み資産処理
（製品毎の適正処理）

【アウトカム：成果】
インパクト評価（ 成果のフィードバック）

資源評価
環境負荷軽減
資源価値還元

手解体
高度化処理

障害者雇用
医療と福祉
の連携モデル

弱者優先雇用
資金循環

資産評価
再利用

長寿命措置

国際貢献
廃棄物削減

全体プロセス管理
（バリューチェーン形成）

資産管理の適正化
（資産台帳の多機能化）
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4. 事業の実績
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【本事業での取り組み成果】

環境配慮行動による評価データの取得、システム構築
• 「デジタル・アセット・プラットフォーム」は、「病院資産の製品・プロセス管理」と「環境配慮

行動評価」の2本柱で形成される。
• 本事業では、まず地域の医療機関がプラットフォームに参加する動機付けになる「環境配慮行動評

価」の基準や仕組みの形成を目指した。
• 具体的には、構造が比較的簡単な医療用ベッドを対象に、廃棄時の環境負荷、地域でリサイクルを

実施した際のリサイクル事業者に対する経済効果、リサイクルで生み出される雇用などの社会的効
果の定量評価を行った。さらに、そのデータを活用した評価システムの開発を進めている。

福岡県久留米市における地域循環圏の形成準備
• 「デジタル・アセット・プラットフォーム」を地域主導のディマンドマネージメントと位置づけて

おり、中核市～県での地域循環圏の形成が適正規模と考えている。
• 地域循環圏の形成においては、医療機関が地域と共に、環境面、経済面、地域貢献、ガバナンス強

化など、横断的な観点から取り組む必要がある。そのため、大学病院や基幹病院、医師会などの連
携や、医療機器のバリューチェーンに関わる事業者、財務面・法律面の専門家など、様々な立場の
人が協業する体制が不可欠となる。

• 本事業では、医学部を有する総合大学の久留米大学とのつながりをつくり、久留米地域での協議会
の設置を目指した。

• コロナ禍等の影響もあり協議会の設置には至らなかったが、現在関係者との調整を進めている。



４-(1) 使用済み装置の適正な資源化の流れ

◆実証研究として地域リソース利用で、経済・環境・社会的価値の見える化に取組む

現状の資産処理依頼では廃棄物として販売側丸投げされ、地元での資源処理のプロセス  
が見えない。

 標準化処理による『工程の見える化』、『結果の指標化による成果評価』を還元する。

All Right Reserved,Copyright © 2024, Honjo Corporation
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4-(2) 適正処理に伴うプラスの影響評価
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●サーキュラーエコノミーの達成度を測る評価指標
→環境・経済・社会面の総合的な指標設定【LCA・SROIとしての定量指標化】
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4-(3) 資産処理の定量的評価の事例 

●サーキュラーエコノミーの達成度を測る評価指標
→環境・経済・社会面の総合的な指標設定【LCA・SROIとしての定量指標化】
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4-(4) 資産の循環配慮処理の総合的な価値評価

更新予定資産の
『循環配慮型処理』
経済システム

経済的な合理性

環境への配慮経営

地域・社会への貢献

➢ ＊残存価値の『見える化』で便益/収益の還元
      ＊地域内処理の標準化が資金の地域循環を生む 

      ＊処理プロセスの標準化で業務効率化を実現
 ＊目標設定と継続的な改善・循環をPDCAで運用

★ 面倒くさい（手続き・手間など）

★お金は掛けたくない

★とりあえず問題にならない様に

➢ ＊地域優先処理体制で環境負荷の軽減が可能 

 ＊資源の資源化処理でCO2削減を定量評価
 ＊循環型経済システムで環境経営の推進を公開

現状の問題点

➢ ＊大学との連携指標の利用で地域リソース活用
 ＊リユース製品シェアで途上国への国際貢献

 ＊社会的弱者の雇用機会を増やす仕組みを提供
 ＊バリュチェーン事業者間の情報共有と価値還元

◆循環処理のメリットが見える事で、
環境経営への動機付けとなる。

◆ 処理情報の共有化が、サプライチェ
ーン・マネジメントでの連携を実現

◆ 処理標準化が業務自動化の流を生
み、効率的な精度管理を推進

◆ 施設各部門の資産管理体制の均一
化が望める。

◆ 資産履歴管理を通して、適正処理
報告(廃棄マニフェスト)とCO2削減
等の政策に沿った体制構築が可能

施
設
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

メリット：1

メリット：2

メリット：3

メリット：4

還元評価：スリーボトムライン＋ガバナンス

All Right Reserved,Copyright © 2023, Honjo Corporation
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4-(5)  地域における循環型システムの検討

外部との連携の実績

18

（１）連携体制の構想
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5. プロジェクト展開での想定しなかった要因・課題

（１） 想定しなかった要因

• 当初は基幹病院移転後処理の実績等の評価もあり、佐賀県で県医師会や大学・基幹病院
の協力でプロジェクト推進を想定した。コロナが拡大する中で病院の実態調査が思う様に行
えず、同時期に降雨災害によって自治体を含む連携予定先との協力が進められなかった。

• プロジェクト推進の為の地域内組織化として循環システム協議会の設立を進めていたが、コ
ロナ等によるタイミングのずれが生じ、立ち消え状態となり資産循環処理手順の基準化や価
値創出の為の評価基準作りが進まず、エコシステム構築にも影響した。

（２）計画変更した点

• 提案型の訪問が行えない現状で、毎年ベッド処理の依頼がある施設への啓蒙として依頼の際
に、処理の標準化や価値創出へのメリットを話す戦略に切り替えた。

• ほぼ毎日、病院とのコンタクトを取っている医療機器販売会社にお願いして、環境経営としての
適正処理の話をしてもらう事で、販社側のコンプライアンス強化にもつながる事が判り協力を進
めた。

• 全種類的な資産処理では対応が難しいと判断し、構造が簡単で実績が多い医療用ベッドに絞
って、処理の標準化を進める事にした。

• プロジェクトの展開地域を久留米市に変更し、久留米大学と大学病院の学内連携モデルとして
資産処理の適正化として、病院の処理機会を生かして情報共有と評価方法の共同研究として
進める方向で話を進めている。
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5-(1)  障害となった外部要因

⒊ 地域展開をはばんだ、想定しなかった外部要因

20

降雨災害により自治体などとの連携が困難に コロナ禍で、病院へのコンタクトが大きく制限される



6. 事業の実績
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活動とアウトプットの実績

（１）主な活動

• 継続して引合いの有るユーザーにおいて提案を行っているが、現状の資産処理の下
取り条件による業者任せもしくは、廃棄物仮置き場での業者任せの一括処理に伴う廃
棄マニフェストのサインのみで受入れが出来る事で、業務上に手間をかけておらず、
今のままでいいとの判断で断りが多い。

•  北九州市立大学との共同研究として、ヒアリングの形での参加協力を依頼している。
コロナ禍の余波で聞き取りなど受入れが難しく、現状の訪問数が確保できていない。

• 今回医療用ベッドでの処理評価が出来る様になった事で、ベッドにおいての見なし処
理評価を行い啓蒙を行っている。

• 環境処理の体制が取れているパラマウント・ベッド社との連携での提案を進め実績を
作る戦略に切り替えている。

• コロナ補助金や災害対策補助などでの機器設備補助の際に、入替え書類確認等の
手間がかさんでおり機器販社と共闘して、電子的な管理の必要性を提案している。

≪時期≫ 2023年4月から現在まで継続中
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（1）アウトカム達成度についての評価

• 今回のプロジェクトが目指す成果部分(アウトカム)は、資産処理の手順の標準化とその作業によっ
て出てくる結果の見える化を進め、業務上の種々のリスクテークを行い、動機付けによる事前査定
で残存価値を含む価値還元の要素を示し、価値還元精度を上げる要因である情報入手・共有の
仕組みを関係者間で進め、業務の流れづくりによる価値提供である。

• しかしながら、循環圏形成に向けて下準備をしていた地域において、コロナ禍や豪雨災害の対策
が優先されたため、新たな連携先を探さざるを得なくなった。そのため、地域を絞り、対象機器も医
療用ベッドに限定する事で、自社の経験知を概念実証化する方向にし、実際の医療用ベッド処理
の概念実証においての実証実験で、環境・社会面の評価(環境性・社会性・経済性の影響を評価)
で価値創りの証拠を創れるまでに至ったが、当初予定していた通りに事業が進まず、現状は、肝
心の病院側の資産管理や処理に対する関心が低いまま、プロジェクトへの意識付けと動機付けが
行えず、業務上の標準化は病院毎のバラバラ運用で実績が出せていない状況である。

• その中で、久留米大学とのつながりができ、久留米地域での連携体制構築の糸口が見えている。

• 製造側メーカー側の環境報告の義務化、医療機器販売会社側の廃棄物の押付け回避の方法、資
源処理会社側の適正評価と安全処理への要望など、バリューチェーン側のリスクヘッジ提案が行
える部分を説明し、協力依頼を行っている。

7. アウトカムの分析

22
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7. アウトカムの分析 ー ⒉ 波及効果

★ 今回の資産処理の見える化は、資産管理の上で唯一紙運用でオフラインになっている業務

工程であり、デジタル化し繋がることでライフサイクル管理が完成するラスト・ワンマイル開

通ツールとなってプラットフォーム構築が見込める。政府が進めているDXやGXの為の情報

共有基盤としての利用が見込める事になる。大手企業が進めるプラットフォーム構築の、オ

ファーリング・ビジネスのツールとして金融関係や損保会社、大手システム会社からの引合

いも出て来ている。

★  休眠預金の助成事業に採択されたことで、一企業の営業上の戦略としてではなく社会的課

題解決の取組みとして、施設管理者レベルへの面談が実現している。施設の経営戦略上の

話や事業課題を聞け、その中で今回のプロジェクトが支援できる部分の提案をすることが出

来ている。トップダウンの経営戦略として、施設の改善策の展開を末端の担当者レベルまで

参加させられるチャンスが生まれている。

23

2．波及効果
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⒎ アウトカムの分析 ー ⒊ 事業の効率性

★ コロナ禍で、地域病院へのヒアリングを含めたコンタクトが出来ない状況の中で、市場調査

と課題の確認と検討のFS事業の要素を後に回して、先に事業経験の中で想定した概念で

ある処理手順と価値創出の検証から先に行った事で、大学との共同研究の予算が確保でき

、価値基準の設定が実現した。

★ 休眠預金事業の支援の一環として、資金分配団体の非財務的支援のおかげで、大手の会

社への紹介や同行による説明によって、休眠事業のトップマネジメントとしての説得材料の

プラス要素が大きかった。また、定期的に開催されるセミナーによって、多くの企業とのマッ

チングが成功し中長期戦略や出口戦略の可能性が大きくなっている面がある。

24

3．事業の効率性



8. 事業報告－今後の展開
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• 定量評価として、北九州市立大学との医療用ベッドを対象に、資産処理の標準手順化における
環境・社会面の定量評価(環境性・社会性・経済性・履歴管理などの金額換算の数値評価)を行
った。今後は、ベッド以外の医療用機器に対象を拡大し、各種定量的評価のシステム化を進め
る。

• 地域でのプラットフォーム構築に向けては、多くの病院で紙ベースや個別の処理報告になってい
る事務手続きを順次オンライン化していくことが不可欠である。

• 本事業で行った処理の定量評価情報を、現在法律で義務化されている廃棄時の廃棄物管理票(

廃棄マニフェスト)に機能追加し、政府が進める紙マニフェストの電子運用（電子マニフェスト化）
への移行に合わせてシステム化し、医療機器の資産処理時における、評価精度を上げる。

• 政府が進める、環境配慮経営を医療機関で推進できる医療機器資産の循環型処理の仕組みと
、情報が分散して繋がらない状況をデジタル技術で解消し、継続した精度管理の下でのシステ
ム運用が行えるGX(グリーン・デジタルフォーメーション)推進の仕組みともなり得る。

• 上記の仕組み構築に向けた中長期戦略的として、現在福岡県久留米市において、久留米大学
及び久留米大学病院による学内連携で環境経営の為の実証を行う提案を進めている。

• 久留米市は『医療の集積地域』であり地域全体が医療への関心が高く、本プロジェクトに関して
も参加協力の了解を得ており、地域におけるモデル創りの一環として協議会組織の立上げと年
次的なルール作りへ向け、取組みを計画し新年度に向け準備している。

【今後の展望】
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※本事業の成果部分と今後めざす地域循環圏のイメージは次頁
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【本事業での成果】
久留米大学との連携体制の構築

【本事業での成果】
北九州市立大学との共同研究

• 医療用ベッドを対象とした、廃棄時の
環境負荷、地域でリサイクルを実施し
た際のリサイクル事業者に対する経済
効果、リサイクルで生み出される雇用
などの社会的効果の定量評価を実施

• 定量評価の結果を用いて、ベッド処理
時の環境影響の評価システムを構築

8-(1)  今後目指す地域循環のイメージ

地域におけるエコシステムの為の役割り

All Right Reserved,Copyright © 2024, Honjo Corporation



◆ サプライチェーン全体の情報をデジタル上で、記録・管理する仕組み

8-(2) 政府が進める循環型経済プラットフォームに準拠

経済産業省：2023年3月

資源自立経済戦略 資料より

All Right Reserved,Copyright © 2024, Honjo Corporation
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9. 成功要因・課題

（１） 成功要因

• 今回のプロジェクトは当初、資産管理の処理の適正化による『もったいない』という経済性中
心の部分からスタートしたが、時代背景による環境配慮経営推進と、コロナ禍によって医療
機能向上の為のバナンス強化が重視されることへの対応が重要となった。

• その中で、資源化や地域雇用重視を進めていた自社経験に基づく価値の見える化というア
ウトカムの方向が、地域大学との共同研究で環境性・地域/社会性・経済性面での定量評価
を医療用ベッドだけではあったが実証できた部分は、今後の提案時に現状体制の移行のハ
ードルを越える要因に成っていくと感じている。

（２）課題となった要因

• 各施設がバラバラの考えで行っている処理について、見えないリスクが大きい事を話すが、現
状の運用変更を極端に嫌がる現場担当者の壁が有り、標準化の手順を進めるに至ってない。

• 変える上での、不安や何かが失われる事を考えて現状の業者丸投げが良いとの判断になって
いる部分が強かった。

• 中でも感じたのは、当初は現場としてコスト面が中心のニーズ化と考えたが、業務上の手間の
解消へのこだわりが強い事が判り、デジタル化による業務の自動化や効率化を訴える方法に
切り替える考えで進めている。

• 病院戦略としてコロナ後の政策対応という形で、施設のトップから環境経営とガバナンス強化の
方向を打ち出してもらえるような実証提案を地域基幹病院で進める計画である。 

28
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◆ その他の検討項目

• 資産処理時に業者丸投げ処理で現状把握が出来ない事で、抱えるリスクが見えづ放置され
ている現状があった。

• また、廃棄物管理の不徹底で生じる法的リスク回避として廃棄物管理票(廃棄マニフェスト)の
発行制度はあるが、不法投棄防止ノミで追える情報が限定され形骸化している。

• 政府は廃棄物管理の意識付けの為に、紙運用を電子運用に切り替える対策を産廃業界と
地域行政によって進めているが、医療施設側では現状での運用上の効果が見えづ、導入活
用が積極的には行われていない。

• 今回、我々の資産処理プロセスの内容の見える化と成果評価を、マニフェスト発行後の付加
機能として関係者に還元できる、電子的に連携したシステムへの変更を検討し進めている。

• 紙運用でオフラインであった処理部分が繋がることで、デジタル化による資産ライフサイクル
管理へ向けた運用体制の構築に大きく近づける。

• 資産の情報が繋がることで、ライフサイクル上の関係者間で必要な情報の共有が進められ、
全体が最適化され管理精度向上に繋がると考える。

10. その他深掘り検討項目

29
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(１) 社会的インパクト評価の厚生要素別自己評価

11. 結 論

(２) 自己評価の判断根拠について

(１) 課題やニーズの適切性
コロナ禍によってFS事業的な面の調査不足はあったが、ほぼ想定適切で あったと考える。しかし、プロジェクトの主導者であ
る病院において、コスト面でのニーズが大きいと考えての提案を想定したが、キーとなる現場担当者のニーズは業務上の手
間の削減であった。 同じ経済性効果のデジタル運用に伴う業務の自動化による効率化の方向を中心に提案を進めている。

 (２) 事業設計の整合性
問題解決の手法：PDCAでの計画推進で進めていた。現状把握による計画立案と実証から標準運用の確定と推進及び地域
内での見直しと継続運用の流れを計画していた。 コロナ禍での影響から、想定した手順による地域関係者(機器販社・資源
会社・大学)の協力の下で、概念実証の形で裏付けとなる証拠をつくり、地域内への説明と参加協力体制の構築という形にし
て、順番を変えた形で進めている。

(３) 実施状況の適切性
コロナ禍の影響を多大に受け、当初想定した地域での協力が得られず協力先探しに難航したものの、久留米大学
など新たなつながりもうまれた。しかし、コロナの状況を適切に読めず全体の進行が遅れたのは改善の余地があっ
たと考える。

(４) 事業成果の達成度
処理における評価の見える化とデジタル化運用への足掛かりをつくった以外は、数値目標を含め達成できていない。しかし、
地域への問題提議として大学病院の協力をとりつけ、実証の展開までが提案できる事になった。今後、これらの成果を活か
し、システム部分でのプラットフォーム構築と、地域循環圏形成に向けた協議会設置に向け事業を進める。 30
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12. 本事業で取り扱った活動を発展させるための提言

◆ 今回のプロジェクトは弊社の２０年来の集大成の取組みであり、想い先行で進めてしまいました。
 対象課題の実態がつかめない状況下で、大きな目標を決めたた事で焦りが生じて、活動が空回りした部分があ
 りました。
 活動を進めている状況がどの位置(FS事業レベル・事業普及レベル・展開拡張とカスタマイズレベル)であるのか
 で、３年間の事業期間でどこまでを行うかの範囲設定を決め、そのレベルでの目標設定が重要になると思われ
 ます。

 ◆ 最初のスタートの設定の違いで、予算の配分や事業費(直接的・管理的・評価関連)の枠取りを含め大きく変わっ
 てきます。事前知識の無さで、変更可能な部分が制約される部分もあり、進捗打合せ時など調整に苦慮する面
 がありました。 

 ◆ コロナ禍というリスクの読みがあまく、事業推進上の大きな計画変更が余儀なくされました。別の２つの要素(標
 準化と見せる仕組み)を並行して進める計画で有った事で変更が効きましたが、積み上げ方式のプロジェクトで
 は急な変更は効かない事が有る為、変化の多い今の時代は事前のリスク対応も今後考慮が必要と思われます。

 ◆ 社会課題は国の政策面との関わりが強く、その業界の政策にも十分な準備や方向性の理解が必要だと思われま
 す。弊社の取組みも、デジタル化戦略やグリーン化(GX)及び事業の継続性(SDGs)との関係が提案の段階では必
 要に成ってきており、行政との連携や理解を如何に取り付けるかもポイントと考えます。
 基本地方行政との連携は、担当者に依存する部分が大きい事とオブザーバー的な参加が中心で役目をお願いす
 る事へのハードルが高い事を知っておく必要が有ると感じています。
 地域の大学や住民の声が大きな推進に繋がることもあると推進の中で感じました。

 ◆ ソーシャルビジネスで有っても、一企業が前面に出る事は公的機関の賛同を得にくく、本プロジェクトでの公共性
   を目指す説明や資金分配団体からの紹介及び動向などが、大きな説得材料に繋がることを実感しました。

 また、ビジネスである以上、展開後の収益性や関係者への便益還元の想定も準備しておくことが、協力を得る上
では必須であると実感しています。

【今後への提言】 
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3年間という期間での活動範囲と成果目標設定を事前に決める関係者協議が重要



12-(1) 資産管理における役割りと地域連携モデル

◆ 大学病院の資産管理を『場』の提供として、大学ノウハウ(融合連携)及び   

地域内連携による資産処理手順と指標化の仕組み化実証の検討

〈 リユース会社 〉

規制遵守・海外支援

情報連携・成果還元

〈 地域医療機器販社〉

資産販売者責任
管理補助＆支援

プラットフォーム化
クラウド運用

【

〈製造メーカー 〉

機器基本・維持情報

生産者拡大責任

の提供

現在交渉中 】 地域内協力
〈 リサイクル会社 〉

障害者雇用支援
業務の協働請負い

【 地区内のリサイクル会社

【グローバル展開企業】

】国・行政・GX支援

】

部門間情報の提供

放射線

検査科 外来

管理課

ME科

看護部

資産情報の共有
ルール化

福岡県筑後地区での取組み
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資源リサイクル会社

(社会的弱者雇用)

・産業廃棄物中間処理
・使用済み医療機器の
手バラシ解体

産業横断的な循環モデル

地域内の病院

使用済資産の処理
九州 全国 海外

資産評価
資源循環

資源としての買取支援

環境評価・地域貢献 評価報告

医療機器情報共有基盤

・処理業務フローの標準化
・医療機器データ集約化⇒分析
・経済環境/地域貢献の定量化
・サプライチェーンの連携・協働
・デジタルプラットフォーム

⇒エコシステム化

関係機関との連携

リユース買取会社

・中古買取り必要情報の共有
・医療機器法に基づく事前
伺いと指示による評価
・情報共有による残価評価
・買取り後のトレース・報告

残価評価依頼
資源化報告

地域の大学

メーカー

医療機器販社

・環境と地域貢献の評価
・業務手順書とルール化

地域病院/医師会

実証支援

・病院への普及啓蒙
・適正処理支援

・トレーサビリティ
・環境情報公開

情報提供
技術支援

啓蒙支援
回収支援

学術支援

自治体・国

導入支援
資源化依頼

買取り見積り

12-(2) 標準化を目指す地域エコシステムとしての情報共有

・制度的サポート
・地域展開・認証化

・適正処理ルール創り
・施設への導入推進
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13. 知見 ・ 教訓

◆ 今回の取組みは、今話題で政府も色んな省庁を通じて進めている、DX：デジタル化による課題解決のための情報

 共有基盤創りと、効率的なサプライチェーンマネジメントと同じ考え方・方法での課題解決を目指しています。

 その中で、医療における環境対策を経営へ移行させるため、医療資源(医療機器など)循環の取組みを、既に法

制化されている自動車や家電のリサイクル法に学び、 医療業界という公共性の高い規制産業の下で、ソーシャ

 ルビジネスとして仕組み化を進めています。

 ◆ 他の個人向けの製品と違い、医療機器は厚生労働省の法律(医療機器法)下で運用されています。

 毎年増加する社会保険料の中、適正な管理運用(安全・安心・適正価格）が求められています。

 また医療機器は一般製品同様のニーズもあり、環境省における資源循環利用や経産省の製品サプライチェー

 ン事業支援・地域産業育成という、省庁横断的なニーズへの対応が必要と成っています。

 今回のプロジェクトで事業経験知を生かし、横断的要望を価値として還元できるシステム構築を行っています。

 この取組みは、プラットフォーム化で関係者全てに情報を介して便益が還元できるシステムと成ります。

 ◆ デジタル化による業務効率化への取組みは、政府主導でもなかなか進んでいない業界も見受けられます。

実体験で理解するまで、現状変更のリスクを感じて現状安定志向が強く提案が通らないのが実情です。

 研究会・セミナー等を使って、他施設での事例やサプライチェーン関係者からの取組みの意見などを体験してもら

 う事で取組みを『自分事』として意識してもらえると考え、コロナ禍が落ち着いた今のタイミングで進める計画でい

 ます。

【知見と教訓】 
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